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平成 17 年 5月 10 日 

 

平成 18 年度以降の教育課程について 

最終報告以後の検討結果（最終まとめ） 

 

総長室・教育改革室・教務委員会 

 

最終報告をもとにさらに検討した結果を，北海道大学全学教育科目規程別表（案）に沿って記

す。 

 

1） （区分）「分野別科目」を「主題別科目」（単一分野主題別科目）に直す。 

2） （区分）「複合科目」を「総合科目」（複数の分野を融合した総合講義）に直す。 

3） 主題別科目の履修条件で「幅広い履修」(文系学生に対する理系教育，理系学生に対する

文系教育)の観点を確認する。「５科目から各２単位，計 10 単位以上修得」が本来の姿。

「計４・６単位以上」等とする場合でも「２・３科目以上」等の条件を付けるのが望まし

い。 

4） 「科学・技術の世界」の内容を見直す。文系向け理科，科学・技術の倫理，科学史・科学

基礎論・心理学・言語情報学等関連の科目のほかに，入門数学・理科，図形科学概論関連

の科目を加える。そのほか，理系向けの科目は数学・理科の基礎科目及び専門科目と重複

しないものに限る。 

5） 文系向けの理科を理系の学生が履修することのないよう対策をとる（講義題目に（文系向

け）と明示，文系向けの時間帯に開講等）。 

6） 文系の主題別科目においても文系基礎科目及び専門科目との「住み分け」を明確にする。 

7） 入門数学・理科の内容は【資料１：1,3,4 ページ】のとおり。 

8） 現行の「体育学Ａ・Ｂ」を統合し，「体育学Ａ」（実技。１年次１学期及び２学期に各１単

位開講。講義題目が異なれば，複数個の履修が可能）１科目とする。そのほかに「体育学

Ｂ」（講義。２単位）を新設する【資料１：17 ページ】。体育学Ａ・Ｂのうちから１科目

を選択必修とすることができる。 

9） 「情報学Ⅰ・Ⅱ」の内容は【資料１：18 ページ】のとおり。 

10） 「図形科学概論」を「科学・技術の世界」に統合する。 

11） 現行の「ドイツ語Ⅲ」等（外国語科目。２年次１学期に開講。週２コマで２単位）の必修

クラスについて，教育改革室案（新設の「外国語演習」（週１コマで２単位。選択必修。

１クラス 20 人程度）に置き換える。２～４単位を選択必修とすることができる。標準的

な履修時期を指定できる。）と言語文化部案（現行と同じ。１クラス 40 人程度）を各学部

に説明し，その意向によって決定する。 
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12） （区分）「外国語演習」の中に「外国語特別演習」を新設し，新しい「第３外国語」の拡

充をはかる。 

13） 「外国語Ａ」（第１外国語），「外国語Ｂ」（第２外国語），「外国語Ｃ」（第３外国語）の区

別は，全学教育科目規程別表及び実行教育課程表の上では不要となる。 

14） 本学として，外国語２カ国語必修の方針を堅持することを確認する。 

15） 文系基礎科目の授業科目名を「人文科学の基礎」「社会科学の基礎」とする。授業内容は

【資料１：19-20 ページ】のとおり。実施体制（講義担当者，開講コマ数，履修単位数，

クラス編成等）については，ＷＧ及び関係４学部でさらに検討して成案を得る。 

16） 現行の「数学概論Ａ・Ｂ」を統合し，「数学概論」（選択科目。２年次１学期及び２学期に

各２単位開講。講義題目が異なれば，複数個の履修が可能）１科目とする【資料１：2 ペ

ージ】。 

17） 準専門系の理科基礎科目の内容は【資料１：5-7 ページ】のとおり。 

18） 専門系の理科基礎科目の内容は【資料１：8-11 ページ】のとおり。専門系コースでは，

１年次開講の基礎科目と２年次開講の互換性科目（専門科目）を合わせた計３科目の内容

を，学部・系・学科・専攻ごとに一体的・連続的なものとして設計する。 

19） 専門系の「物理学Ⅰ」「物理学Ⅱ」を統合し，「物理学」（１年次１学期及び２学期に各２

単位開講。講義題目が異なれば，複数個の履修が可能）１科目とする。 

すなわち，「物理学」は，学部・系等ごとに「物理学（力学）」「物理学（熱力学・波動）」

「物理学（電磁気学）」のうち２科目を１年次１学期及び２学期に開講する。 

「化学」「生物学」についても同様。 

再履修の場合に，１年次開講の基礎科目と２年次開講の専門科目（互換性科目）に互換

性をもたせる方策については，個別に検討する。 

20） 「心理学実験」（全学部向け），「基礎自然科学実験」（文系向け）を（区分）「共通科目」

から「基礎科目」に移す。 

21） 新設の「自然科学実験」（２単位）について「学士課程におけるその位置づけを見直し，

コアカリキュラムとの一体化をはかる」との基本方針を確認し，理系の全学部で必修とす

ることを推奨する【資料１：12-16 ページ】。 

22） 「物理学，化学，生物学，地学の４つの実験科目を融合して，自然科学実験を創設する」

との方針に沿って，平成 18 年度以降，段階的に総合的なテーマの実験の拡充をはかる。 

23） 「自然科学実験」の開講時期は１年次１学期あるいは２学期とする。 

24） 全学教育科目のうち，基本部分をなす必修科目（基礎科目，外国語科目等）は，原則とし

て１年次に開講，発展部分である選択科目（主題別科目，外国語演習等）は，できる限り

１～４年次いつでも履修できる態勢を目指す。 

25） 主題別科目，外国語演習等の３～４年次における履修を促進するための方策を全学教育委

員会で検討する。特に時間割上の配慮等について関係の学部と協議する。 
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26） ２年次における互換性科目（異なる学部で展開されている共通の内容をもつ専門科目）の

拡充をはかる。学部間の協議を推進するため，互換性科目等検討ＷＧの下に，物理学，化

学，生物学，地学の科目ごとに専門部会を設ける。 

27） １年次における履修登録単位数の上限設定については，ＧＰＡ・上限設定・成績評価実施

検討ＷＧの検討結果に沿って，平成 18 年度からの実現をはかる【資料２】。 

28） 「日本語Ⅰ・Ⅱ」「日本事情」と外国語科目，教養科目等との対応関係（備考）を整理す

る。 

29） 「科学・技術の世界」「総合科目」「共通科目」「外国語科目」「外国語演習」「文系基礎科

目」「数学・理科基礎科目」「実験系基礎科目」等について「全学教育科目実施の手引（教

職員用）」の説明を改訂・追加する。 

30） 教育体制（責任部局の開講責任，一般教育演習等に係る全学協力，理系基礎科目等に係る

全学支援，非常勤講師の採用数等）については，高等教育機能開発総合センター運営委員

会・全学教育委員会・科目責任者会議で検討する。 

31） 実施体制（開講時間帯，クラス設定，履修調整，再履修，教務情報システムと窓口事務の

体制等）については，全学教育委員会・科目責任者会議・教務課で今後検討する。特に再

履修については，学生に分かりやすい，シンプルで柔軟なシステムの構築を目指す。 

32） 「ＴＡの単位化」を具体化する。教育改革室として基本的な考え方をまとめて，関係各研

究科に検討を要請する【資料１：21-22 ページ】。 

33） 今後，全学教育の新カリキュラムとの関係に配慮して，各学部の専門教育を検討・整備す

るにあたっては，中央教育審議会答申「我が国の高等教育の将来像」（平成 17 年 1 月 28

日）に「学士課程教育の充実のため，分野ごとにコア・カリキュラムが作成されることが

望ましい。また，このコア・カリキュラムの実施状況は，機関別・分野別の大学評価と有

機的に結び付けられることが期待される。」とあること等にも留意する必要がある。 

34） 平成 18 年度以降の教育課程の実施後２～３年を経て，その実施状況を点検し，必要な改

善策を講じる。 

 

 

◎今後の日程 

・ 5 月 17 日（火）13：30～ 全学部への「平成 18 年度以降の教育課程」説明会 

・ 5 月 20 日（金）頃    各学部へ実行教育課程表案等の作成依頼 
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◎検討経過 

○自然科学実験テーマ検討ＷＧ 第１回ＷＧ  平成１６年 12 月 27 日 

 第２回ＷＧ  平成１７年１月 11 日 

 第１回専門部会     １月 18 日 

 第２回専門部会     １月 24 日 

 第３回専門部会     ２月 24 日 

 第３回ＷＧ       ２月 24 日 

 

○互換性科目・理系基礎科目・入門科目検討ＷＧ 第１回 平成１７年２月４日 

 第２回      ２月 24 日 

 第３回      ３月 22 日 

 第４回      ４月 11 日 

 

○文系基礎科目検討ＷＧ 第１回 平成１７年１月 24 日 

 第２回      ２月７日 

 第３回      ３月８日 

 

○平成 18 年度以降の教育課程検討ＷＧ 第８回 平成１７年２月 25 日 

 第９回      ４月 19 日 

 

○ＧＰＡ・上限設定・成績評価実施検討ＷＧ 第１回 平成１７年２月 4日 

 第２回      ２月 24 日 

 第３回      ３月 18 日 

 第４回      ４月 25 日 

 

○教育改革室会議 平成１６年度第７回 平成１７年１月 25 日（各ＷＧの設置） 

               第８回      ２月 28 日（中間報告・Ｑ＆Ａ検討） 

         平成１７年度第１回      ４月 27 日（最終まとめ検討） 

 

○教務委員会   平成１６年度第５回 平成１７年３月７日（中間報告・Ｑ＆Ａ了承） 

         平成１７年度第１回      5 月 10 日（最終まとめ了承） 

 

高等教育機能開発総合センター 

○理系科目企画責任者会議（理学部）      平成１６年度第９回 平成１７年３月16日 

○理系基礎科目責任者会議（理・薬・工・農学部）平成１７年度第１回      ４月15日 

○外国語科目責任者会議（言語文化部・文学部） 平成１７年度第１回      ４月26日 

 

○全学教育委員会 平成１６年度第４回 平成１７年３月２日（中間報告・Ｑ＆Ａ報告） 

         平成１７年度第１回      ４月27日（最終まとめ了承） 
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（最終まとめ） 
北海道大学全学教育科目規程別表（案） 

 教養科目                                             ※下線部分は，改正箇所を示す 

 区  分 授 業 科 目 単 位 参      考  

 主題別科目

 

思索と言語 

歴史の視座 

芸術と文学 

社会の認識 

科学・技術の世界 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

科学・技術の世界に「入門線形代数学」「入

門微分積分学」「入門物理学」「入門化学」

（講義題目）及び図形科学概論関連科目等を

開講 

 

 

 

 

 

 

  （論文指導）    

 総合科目

 

環境と人間 

健康と社会 

人間と文化 

特別講義 

２ 

２ 

２ 

２ 

人間と文化に，民族，マイノリティー，グ

ローバリゼーション，多文化共生，国家と都

市，戦争と平和等のテーマの講義を拡充 

 

 

 

 

 一般教育演習  ２   

  （論文指導）    

 共通科目 

 

体育学Ａ 

体育学Ｂ 

情報学Ⅰ

情報学Ⅱ

統計学 

インターンシップＡ

インターンシップＢ

１ 

２

２

２

２ 

２ 

１ 

体育学Ａを実技科目，体育学Ｂを講義科目

（２単位）とする 

図形科学概論は科学・技術の世界に統合 

心理学実験，基礎自然科学実験は「基礎科

目」に移す 

 

 

 

 

 

 

 

 外国語科目 

 

英語Ⅰ 

英語Ⅱ 

英語Ⅲ 

英語Ⅳ 

ドイツ語Ⅰ 

ドイツ語Ⅱ 

（ドイツ語Ⅲ） 

フランス語Ⅰ 

フランス語Ⅱ 

（フランス語Ⅲ） 

ロシア語Ⅰ 

ロシア語Ⅱ 

（ロシア語Ⅲ） 

中国語Ⅰ 

中国語Ⅱ 

（中国語Ⅲ） 

１ 

１

１

１ 

２

２

(２)

２

２

(２)

２

２

(２)

２

２

(２)

講義題目に授業形態・レベル・内容を記入 

ドイツ語・フランス語・ロシア語・中国語Ⅲ

については各学部の意向によって決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 外国語演習

 

英語演習

ドイツ語演習

フランス語演習

ロシア語演習

中国語演習

イタリア語演習

スペイン語演習

朝鮮語演習

ポーランド語演習

チェコ語演習

ハンガリー語演習

ギリシャ語演習

ラテン語演習

外国語特別演習

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

講義題目に「入門」「基礎」「初級」「中

級」「上級」等のレベル別及び内容を記入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 備考 主題別科目及び一般教育演習に論文指導（２単位）を開講する。 
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 基礎科目 

 区  分 授 業 科 目 単 位 参      考  

 （文系） 

 

人文科学の基礎

社会科学の基礎

２ 

２ 

  

 

 （数学） 

 

線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

数学概論

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

 

 

 

 

 （理科）

 

基礎物理学Ⅰ 

基礎物理学Ⅱ 

物理学

２ 

２ 

２ 

物理学（専門系）の講義題目は「力学」「熱

力学・波動」「電磁気学」 

 

 

 

 

  基礎化学Ⅰ 

基礎化学Ⅱ 

化学

２ 

２ 

２ 

化学（専門系）の講義題目は「化学結合論」

「化学熱力学・平衡」「有機化学」 

 

 

 

 

  基礎生物学Ⅰ 

基礎生物学Ⅱ 

生物学

２ 

２ 

２ 

生物学（専門系）の講義題目は「細胞生物

学」「生物多様性」「機能生物学」 

 

 

 

 

  基礎地学Ⅰ 

基礎地学Ⅱ 

２ 

２ 

地学（専門系）は設定しない  

 

 （実験系） 

 

心理学実験

基礎自然科学実験

自然科学実験

２

１

２

（全学部向け） 

（文系向け） 

（理系向け） 

 

 

 

 

 日本語科目及び日本事情に関する科目 

 区  分 授 業 科 目 単 位 参      考  

  

 

 

日本語Ⅰ 

日本語Ⅱ 

日本事情 

４ 

２－ ４

２ 

 

 

 

 

 

 

備考１ 日本語Ⅰ及び日本語Ⅱは，教養科目の外国語科目（演習及び外国語Ｃを除く。）

として履修することができる。 

２ 日本事情は，教養科目（外国語科目を除く。）として履修することができる。 
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実 行 教 育 課 程 表（案）
学部：　　　　系・学科・専攻：

Ｎｏ．１

１学期 ２学期 １学期 ２学期 １学期 ２学期 １学期 ２学期

思索と言語 [2] 選 選 選 選 選 選 選 選

歴史の視座 [2] 選 選 選 選 選 選 選 選

芸術と文学 [2] 選 選 選 選 選 選 選 選

社会の認識 [2] 選 選 選 選 選 選 選 選

科学・技術の世界 [2] 選 選 選 選 選 選 選 選

論文指導
環境と人間 [2] 選 選 選 選 選 選 選 選

健康と社会 [2] 選 選 選 選 選 選 選 選

人間と文化 [2] 選 選 選 選 選 選 選 選

特別講義 [2] 選 選 選 選 選 選 選 選

[2] 選 選

論文指導
体育学Ａ [1] 選 選 選 選 選 選 選 選

体育学Ｂ 2 選 選 選 選 選 選 選 選
情報学Ⅰ 2 ○
情報学Ⅱ 2 ○
統計学 2 ○ ○
インターンシップＡ 2 選 選 選 選
インターンシップＢ 1 選 選 選 選
英語Ⅰ 1 ○
　　Ⅱ 1 ○
　　Ⅲ 1 ○
　　Ⅳ 1 ○
ドイツ語Ⅰ 2 ○
　　　　Ⅱ 2 ○
　　　（Ⅲ） (2) (○)
フランス語Ⅰ 2 ○
　　　　　Ⅱ 2 ○
　　　　（Ⅲ） (2) (○)
ロシア語Ⅰ 2 ○
　　　　Ⅱ 2 ○
　　　（Ⅲ） (2) (○)
中国語Ⅰ 2 ○
　　　Ⅱ 2 ○
　　（Ⅲ） (2) (○)
英語演習 [2] 選 選 選 選 選 選 選

ドイツ語演習 [2] 選 選 選 選 選 選 選 選

フランス語演習 [2] 選 選 選 選 選 選 選 選

ロシア語演習 [2] 選 選 選 選 選 選 選 選
中国語演習 [2] 選 選 選 選 選 選 選 選
イタリア語演習 [2] 選 選 選 選 選 選 選 選

スペイン語演習 [2] 選 選 選 選 選 選 選 選

朝鮮語演習 [2] 選 選 選 選 選 選 選 選

ポーランド語演習 [2] 選 選 選 選 選 選 選 選

チェコ語演習 [2] 選 選 選 選 選 選 選 選

ハンガリー語演習 [2] 選 選 選 選 選 選 選 選

ギリシャ語演習 [2] 選 選 選 選 選 選

ラテン語演習 [2] 選 選 選 選 選 選

外国語特別演習 [2] 選 選 選 選 選 選 選 選

インターンシップ
Ａ及びＢの単位
は，卒業に必要な
単位数には算入で
きない。

主題別
科　目

総 合
科 目

共 通
科 目

外国語
演　習

一般教育演習

区　　分 授 業 科 目

教
養
科
目
外国語
科　目

単
位

備　　　　　考
開　　　　　　講　　　　　　期

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
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（最終まとめ）

Ｎｏ．２

１学期 ２学期 １学期 ２学期 １学期 ２学期 １学期 ２学期

(文系) 人文科学の基礎 2 ○
社会科学の基礎 2 ○

(数学) 線形代数学Ⅰ 2 ○
線形代数学Ⅱ 2 ○
微分積分学Ⅰ 2 ○
微分積分学Ⅱ 2 ○
数学概論 [2] 選 選 選 選 選 選

(理科) 基礎物理学Ⅰ 2 ○
基礎物理学Ⅱ 2 ○
物理学 [2] ○ ○
基礎化学Ⅰ 2 ○
基礎化学Ⅱ 2 ○
化学 [2] ○ ○
基礎生物学Ⅰ 2 ○
基礎生物学Ⅱ 2 ○
生物学 [2] ○ ○
基礎地学Ⅰ 2 ○
基礎地学Ⅱ 2 ○

(実験系) 心理学実験 2 ○
基礎自然科学実験 1 選
自然科学実験 2 ○ ○

日本語Ⅰ 4 選 選

日本語Ⅱ 2 選
日本事情 2 選

１　「単位」の欄が［　］の授業科目は，講義題目等が異なるものであれば，複数個の履修が可能な科目である。
２　「開講期」の欄の「必」は必修科目，「選必」は選択必修科目，「選」は選択科目を示す。
３　「開講期」の欄の下線は，そのうちの何れかの期に開講されることを示す。

○：「必」あるいは「選必」あるいは「選」

授 業 科 目
単
位

日本語科目
及び日本事
情に関する
科目

１　外国人留学生を対象として開
講する授業科目である。

区　　分

基
礎
科
目

１年次 ３年次 ４年次
開　　　　　　　　講　　　　　　　　期

備　　　　　考２年次
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